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一一二重の語り手からの考察――
伊勢 晃
I
Apollin」rcの短篇作品0“ιッわ―ツι′は、1903年11月に自らが編集長をつとめてい
た雑誌L`Fι∫″jκご協 ηι誌に発表されたあと、数力所の修正がほどこされ、短篇
集 L制多ゐJαrg“ιι″びに加えられた。シュルレアリスム運動の中心人物である
Andr6 Bretonは、その著書のなかで「超自然主義(sumatunlisme)がその形式を見
いだした」と、この作品を賞賛 している。
Mais ia grande ma■risc est atteinte dans c“ιツわ―νι′o〕le sumaturalisme trouve sa
1loΠnule。(1)
また、Apollm江E自身もこの作品の続編を完成させようという意図を持ってい
たらしく、その一部分を自伝的な作品ιι Pθυ″ι αssαSSjκJこ使っている°)。 2″
ソb―ッι′は詩人にとつても特権的な位置をしめる作品であったといえよう。
しかし、2“` ツ′θ
―ソ`
′
はApoHin激reの創作態度を知るうえで重要な作品であるに
も関わらず、部分的に取り上げられることはあつても体系的な研究はほとんど
なされていなかったのが現状である (3)。筆者の知るかぎり、Claude Debonが
V」sovie大学でのシンポジウムで、この作品の持つ二重構造と意味のあいまいさ
に着目しながら、作品解釈を試みた 14J程度ではなかろうか。そこで本稿では、
特に語 り手の視点が変化しているという特徴に着 目し、そのことがエクリ
チュールにいかなる影響をあたえているかを分析することによつて、Apollin譴re
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の初期短篇作品の技法の ^端を明らかにしたい。
Ⅱ
0“ινわ―W′は内容の面から前半部と後半部にはっきりとわけることができる。
前半部では登場人物や舞台となる場所について詳細な説明がなされるのみで、
物語に動きは見られノない。それに対 して後半部では、居酒屋の娘Chancesseをめ
ぐって、主人公のQuc v10-VC?と通称BabOの殺 しあいが描かれ、物語が展開する。
このように前半部と後半部とはいわば「静と動」という対照的な働きを担わさ
れている。この異質な両者を連結する役割を果たすかのように、アステリスク
記号で区切 られた部分が前半部と後半部とのあいだに挿入される。語り手の変
化に注意しながら、この3つの場面をそれぞれ順を追って検討しよう。
前半部では、語り手の役割は匿名の存在で物語の背景を説明することにある。
物語の舞台にはベルギーのアルデンヌ地方が選ばれている。Apolunareは19才の
ころ短期間ではあるが実際に、伝説や神話の多く存在するこの地方に滞在して
いたのこの作品の着想がその頃すでにあったことは、詩人の残したノートの内
容から想像できよう6)。当時その周辺はベルギー領ではなくプロシアの支配下
にあったため、政治的にはプロシアに属 しながら、言語、文化はワロン地方固
有のものという複雑な地域であったという事情がある。さまざまな要素が交錯
している土地に、この新芸術の促進者が創作の着想を得たことは容易に想像で
きる。すでに指摘したとおり16u、Apollin“には特にワロン語に興味を示 し、こ
れを作品の中で多彩な使い方をすることによって、舞台装置としてのはたらき
以上の文体的価値を担わせるほどであった。
冒頭部分では、QuC V10-ve?が、アルデンヌの森との関連から描写されている。
ここではQue v10-ve?が神話、伝説の存在する森の神であると紹介され、また文
末の中断符の効果も手伝って、読者に幻想的なイマージュを与える。
La guitare de Que v10-Ve?ёtait un peu du vent qui gёmit ottourS dans ics Ardennes
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dc Bclgiquc.…
Que V10-VC?6taitla divinit6 de cctte foret ot erra Geneviёvc de Brabant,depuis ies
bords dc la Mcuse jusquhu Rhin,par l'EiたI volcan quc aux mers mol‐lcs quc sont ics
mares de Daun,1:Eifel oふjaiH t a source de Saint―Apollinaire,ct oふle lac de Maria
Laach est un crachat de la Vierge。`
しかし、それに続 く場面で、Que V10-Ve?の容姿の醜悪さが語られ、さらにQue
vlo―ve?が人間であるということが明かされた瞬間に、われわれは感覚の転換を
迫られることになる。Que v10-Ve?は神なのか、それとも人間なのか。語り手は
謎を未解決のまま残す。ここではもはや中断符は用いられず、ビリオドがそれ
にとつて変わっている。
Lcs yeux de Que V10-ve? clignotants et chassieux,a chair des pauplёres rouge de
jambon cru,lamloyaicnt sans cesse ctles iarmes lui br01aient les lёvrcs comme l'cau des
fonttlines acidcs qui abondent dans ies Ardennes.(¨。)
QuC V10-Ve?c'est―a―dire:ο
“
ι νθ
“
たて―ッθ
“
∫′Wa1lon wa1lonnant dc Wanonic 6愴it nё
prussien a MOnt,lieu appelё Berg en aHemand et situ6 prёs de Malln6dy surle chenlin
qui lnёne dans ccs dangereuses tourbiёs appc16cs Hautes―Fangcs ou Hautes―Fagn ,ou
plus justem6nt Hohe―venn,puisquion est en Prusse dah,comme liattestent des poteaux
noir et blanc,sable et argent,couleur de nuit,couleur dejour,sur toutes ies routes.
Que V10-Ve?p“κraltson sobHquet a sOn nOm:Poppon Remacle Lchez.°
引用からわかるとおり、語り手はQuc v10-Ve?が生まれた土地モンについて街
学的といえそうなほど詳細な注をつけている。物語の冒頭部で伝説や神話をと
りこみながらアルデンヌの森を描写していたことも考慮するならば、前半部に
おける語り手の役割は客観的に事物を記述することにあると言えよう。語り手
がわれわれに提供する詳細な記述が事実であるだけに、なお一層読者は、Quc
vlo―ve?という主人公に対する謎が深まるというパラドックス的状況が生み出さ
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れているのである。しかし、このような語り手のな1点はアステリスク記号をさ
かいにして大きく変化することになる“
)。
III
前半部と後半部をつなぐ位置に挿入された場面では語 りの形式が突然、三人
称か ら一人称に変わる。
II faut inaintenant prendre son courage a dcux mains,car voici llinstant difllcile.II
s'agit de dire la gloil・etla beaut6 du gueux d6gueniI16 Que V10-ve?etdu p(発te Guillaumc
Wirin,dont ics gucniHes couvraient aussi un bon gueux gucusant. A1lons d'ahan!.¨
ApoHon!Inon Patron,tu t'essouffles,va―t'cn!Fais、アenir c t autre: Herinёs ie voleur,
digne plus que toi de chanteria mort du WaHon Que V10-Ve?sur iaqucHe se lamentent
tous ies eifes de l'Amblёve.QuII Vienne,voleur subtil,aux pieds ai16s,
ル r爾″s,ごJ`“虎 ″Jy′ι α νθた
“
rル″θ″ρ`
α
鷹 ,
qulljette sur Que V10-Ve?et suria Chancesse toutes ies mouches ganiques que l'on croit,
au nord,toumlenter certaines宙s omme une ramli“.Qull amene avec sOi mon sccond
Patron,en mitК etメu宙J,ItVeque s西nt Ap011in譴К。(¨。)(下線 は引用者)0
下線部か らわかるとおり、語り手がギ リシア神話の神アポロンを自分の主人
であると感嘆符を用いて強調 し、また聖職者アポ リナリスを第2の主人と呼ん
でいる。二`F`s′J“ ご
'島ο′ι誌に初めて発表された時には、それぞれの箇所力ヽ
.¨ApoHon!Inon patron,mon cousin,tu t'cssouffles,va―t'en!>,<.¨mOn Second Patron
avec soi,mon onde en mitre>となっていた (10)ことも考えあわせれば、この場面
は物語の作者Apollinaireが突如現れたところであると考えることもできる (11)。
ここで語られていることは、Que v10-ve?の死の暗示である。注目しなければ
ならないのは、その死を歌うのにふさわしい神としてオリンポス12神の一人ヘ
ルメスが選ばれていることである。ヘルメスはイタリックの部分で強調されて
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いるとおり盗人の神であり竪琴の神でもあるが、同時に死者の魂を冥界に送り
届ける神でもあった。光の神アポロンから霊塊を冥界に導 く神ヘルメスヘの交
代は、Que V10-Ve?の死を読者により深く印象づける役割を果たしている。われ
われは物語の前半部で、Que V10-Ve?が神かそれとも人間かという疑間を抱いた
が、ヘルメスの登場によって死すべき存在としてのQue v10-Ve?の像のほうが現
実F/tを帯びることになる。しかし、この挿入された場面のあと直ちにはつきり
とその死が明らかにされるのはQue v10-Ve?ではなく、その恋敵のBaboのほうで
あることを考えれば、ヘルメスの登場は逆に読者を混乱させる要素として働く
ことになろう。では、語り手が一人称で登場することによつて、物語の展開に
どのような影響があるのであろうか。物語の後半部にみられるエクリチュール
の変化からその問いにひとつの解答を見いだしたい。
IV
前半部と後半部とでみられる、もっとも顕著な違いはアステリスク記号で区
切られるひとつひとつの場面が短くなっていることである。AndだFonttyneは、
短く分割された場面は、物語の展開が速まり緊張感が生じるためドラマチック
な効果をもたらす、と述べている (12)が、それと同時にその場の雰囲気や環境
のコントラストが明確になるともいえる。この短 く分割された場面を注意深く
読めば、それぞれに時間の経過を示す指標が現れていることに気づ く。前半部
では、最終部分で日暮れ時であることが示される以外に時間を読者に知らせる
ものはまったくなかった。後半部は時間の経過を重要視するかのように、まず
最初に時間の設定がなされる。
La nuit 6tait venuc.L Chancesse disait tottours ie chapeleto Sur la table,prёs des
bouteilles vides ou pleines de rket,unelampe a〆tЮle bradllait t fumait。(3)
Que V10-Ve?とBaboの争いの場面における時間の推移を示すサインとして、水
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が沸騰 してゆ く様子がそれぞれの分割 された場面に配置されている。
1.II mangcait icntcment cn 6coutantjasel‐scs COmpagnons,ct aussi bouiHi「1'cau
pourlc caf6 de la Chancesse.
2。 (..。)la bOuiHOirc chanttit plus ibrt。
3。Surle feu,1:eau 6tait en colёre,cHe nasillait, 「()nllait,ronchonnait.
4.L'cau bouillait.
5_ Surle fbu, licau lnunnuraitla pHёre des lno由_(14)
1から5への変化はそれぞれ、1.二人の1宣嘩が始まる前、2と3.喧嘩の最中、4.
Que V10-Ve?がBaboを殺害 し、その腕を切 り取ったところ、5。殺害された男に女
が祈 りを棒げる場面、に一致 している。水が沸騰するあいだに、喧嘩のきっか
けから、決着がつくまでの時間が収まっていることから、この争いが短時間で
あったことは明らかである。アステリスク記号の間隔の変化が場面の動きの速
さを補強していることが理解できる。前半部と後半部とのこの時間に対する感
覚の違いは、語 り手の役割が変化 したことに呼応 しているとわれわれは考えた
い。つまり、一人称の語 り手は、物語の現場に入 り込み、そこで起こっている
切迫した緊張感のある場面を読者に直接伝える役割を果た しているのである。
この仮説を裏付ける証拠は二つある。ひとつは前半部ではワロン語に対 して詳
細な注をつけていた三人称の語 り手が、一人称の語り手に変わってからは一切
注をつけず、フランス語からは意味を類推することが困難なまま記述されてい
ることがあげられる (15)。ここでは雰囲気や環境を示すためのワロン語、異質
な言語としてのワロン語の働 きは解消され、読者は眼前で行われていることを
そのままの形で受け取ることが要求される。そこにはワロン語に注釈は必要な
いわけである。もうひとつの証拠は、語り手の日から、感嘆符をともなった<
M激s voici llinsttnt superbe!>(りのような一文が発せられていることである。緊張
感ある場面を伝える語り手の息づかいが感じられるところであろう。われわれ
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は二人称の語 り手が一人称に転 じたことで引き起こされた文体の変化を明確に
観察できるのである。
V
物語の最終場面は、再び語 りの形式が三人称に戻る。舞台は冒頭部と同じア
ルデンヌの森に移り、神話的なイマージュで物語が閉じられる。
(. )¨1'Arnblёve 6tait proche et coulait froide,cntre les aunes qui lleΠlina eHcnt.Les
ellじs faisaient craquer leurs petits souliers de verre,ur les perics qui couvrent le lit de la
Hviёre.Le vent perp6tuait inaintenant ics sons tristes de la guitare.Les voix des elfes
tmvcrsaientitau,ct QuC V10-ve?du bord les entendaitjtter
―Mnlcu,mnleu,mnleu.
Puis il descendit dans ia Hviёre,et,corrlrrle eHe 6tait froide,il eut Pcur dc mourir.
Hcureusementles voix des elfes se rapprochaient:
―Mni6,mni6,mni6.
Puis,κθ″3ごJ DJθノdans ia riviёre il oublia brusquement tout ce qulil savait,et connut
que l'AInblёve communiquc souterrainement avec le Lだth6,puisque scs caux font perdre
connaissanteo Aた刀η tt D′θノMais ies elfes jasaient si jollment maintenant,de plus en
Plus prёs:
―Mnlё,mnlё,mnlё.¨
Et partout,a la rOndc,lcs elfes desノリ
“
乃θ∬,ou fontaines qui bouillonnent dans ia
foret,leur r6Pondaient.¨(lη
殺人を犯 したQue V10-Ve?は、アンブレープ河に身を委ねる。ここでは北欧の
民間信仰で祖先の霊 とされる妖精エルフが登場 している。エルフは しばしば人
助けをし、 また意地悪 もする。そ して一般的に光や空気の中に住む ものは美 し
く輝 き、地中に住むものは黒 く醜いとされる。すでに確認 したとお り、Que v10-
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ve?の死がギリシヤ神ヘルメスの出現によって暗示されていたが、この場面では
エルフはQue V10-Ve?を救ったのか、それともアンブレーブ河に流されていく姿
を見て楽しんでいるのかが曖味なままである。読者としては、冒頭部でQue v10-
ve?がアルデンヌの森の神であると訴われていたことを思い出す限り、ますます
主人公の死 を断定で きなくなる。ギリシャ神話の神と北欧神話の妖精という異
質なものの組み合わせによって、驚異の置界が創生されたのであるの物語の最
後が中断符で終えられていることも、冒頭部分と同様、われわれに森の神話的
幻想的なイマージュを抱かせるとともに謎めいた余韻を残す機能を果たしてい
る。語 り手は物語か ら距離をおいて、客観的な記述をすることに終始する。読
者は現実と非現実の間に宙づ りにされたような状態で放 り出されしまうのであ
る。
VI
以上のように短篇作品2“ιν′θ―νι′では、異質なものの組み合わせにより、読
者に驚異に満ちた世界を提示 している。つまり物語の舞台は国境の複雑な地域
を選び、伝説上の人物や古代ギリシヤの神、北欧の妖精などを同じ空間に共存
させ、またワロン語、フランス語、 ドイツ語といった言語を会話に組み込むな
どの技法である。そして、語 り手の視点が変化することで、物語のもつ幻想的
な面と現実的な面とが違和感なく融合し、いっそう驚異的空間がひろがってい
る。また2“ι νJθ―ソ`
′
という、疑問符をともなったタイトルと主人公の名前がす
でに暗示していたかのように、アステリスク記号や中断符、感嘆符などの記号
が物語の進行に効果的に機能していることも明らかとなった。
Apollh譴κの創造する驚異的世界は、以後の作品では科学技術の結果生み出さ
れた装置を物語に登場させることで、さらに巧妙な形で提示されることになる。
また詩の分野においても句読点の廃止やカリグラム詩の創作などをとおして常
に「新しさ」を求めていく。このような詩人の姿勢は、科学技術の発展により、
現実と虚構の境界線が微妙になってゆく現実世界の変化をとらえながら、さら
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にそれ以上に新しいものを発見し、創造しようとする詩人の態度「エスプリ・
ヌーヴォ」であると言えよう。2“ιソ′θ―ッι′は、彼の革新的な作品と比較すれば
現代性という面は強くないものの、彼の考える芸術観つまり人間を時間的空間
的東縛から解放し、新しい世界を創造する詩人の役害Jという面は十分に表現さ
れていることに注目したい。
このあとは、レ Rttι α∫∫α∫∫J′だの第2章<PЮcr6ation>とOιιソわ―ソι′とをエク
リチュールの面から比較対照することにより、Apollinaireが考えていたc“ιソ′ο―
w′の続編の意図を探る作業が必要であるの現在まで、レ 乃υ′ια∫∫α∫∫J“びに登場
する人物Vたrs61in Ti30bOthの名前が草稿ではQue V10-Ve?となっていたことに注目
した精神分析的アプローチからの研究はなされてきた (1めが、の `ソJθ
―ツι′を発展
させようとした詩人の意図を抽出する作業は残されたままである。
また、こ″ιttεんα′2たこιr′θJ`rrttα″ との関係を明らかにする作業も必要である。こ
の作品には、2“ιツわ―ツι7と共通するイマージュが存在し、さらに草稿の一部がル
′θど″αSSαSSJκど に転用されている。②
`ι
 νJθ―ソι′とのちのシュルレアリス トたち
に影響 をあたえた0ガ
“
crj″lig“ιを含むL′ιttελα″た
“
r′ο
“
rrおsα″ とを比較すること
により、Andr6 Bretonが言つた<sumaturJisme>の本質が一層明確にでき、さらに
Apollindreとシュルレアリスムとの技法上の距離を知る手がかりとなるのではな
かろうか。この点についても今後の言果題としたい。
注
(1)AndだBreton,ルs′αs′ι″グ
“
S,Gallimard,1949,p.31
(2)0。P。,p.1153
(3)AndだFonteyncとMaddeine Bdssonはそれぞれ比喩と神話的イマージュを中心
に分析しているが、体系的にo“ιソわ―ツι′を論じたものではない。
(4)テキストにあらわれた二重性という観点から登場人物を論じており示唆に富
む研究である。しかしDebon自身が語つているとおり、物語の細部にわたる分
析に至っていない点力や階しまれる。
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(5)ノートにはワロン語の注釈やアルデンヌ地方で良く知られている詩などが書
き留められている。
(6)伊勢 晃,「驚異創造の技法からみたアポリネールの文体」,日本文体論学会
第72回大会 (1997年H月15日 於 :関西大学)における口頭発表。
(7)O.P。,p.148
(8)いくつかの版 を参照 したが、プレイアッド版のみ前半部 と後半部をつなぐア
ステリスク記 号が省略されていた。本論でも触れているとお り、c“ι ν′θ―ソ
`′
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